
暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

　
印
鑑
登
録
は
、
本
人
か
代
理
人
か
に

よ
っ
て
手
続
き
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
成
年
被
後
見
人
が
登
録
す
る
場

合
は
、
事
前
に
市
民
課（
☎
20
‐
1
5
2 

5
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
が
登
録
申
請
す
る
に
は

　
登
録
す
る
印
鑑
の
ほ
か
、
次
の
い
ず

れ
か
を
持
っ
て
、
市
民
課（
市
役
所
1

階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
顔
写
真
付
き
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
官
公
署

が
発
行
し
て
い
る
顔
写
真
付
き
の
本

人
確
認
が
で
き
る
物

◦
市
内
に
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人
の
保

証
書（
登
録
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
載
し
登
録
印
を
押
し
た
物
）と
、

保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
の
本
人
確

認
が
で
き
る
物

　
こ
れ
ら
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

登
録
す
る
印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

物（
保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
）を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
後
日
「
照
会
書
」

が
自
宅
に
郵
送
さ
れ
る
の
で
、
回
答
書

欄
に
必
要
事
項
を
書
い
て
登
録
す
る
印

鑑
を
押
し
、
本
人
確
認
が
で
き
る
物
と

認
め
印
を
持
っ
て
、
期
限
内
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
が
窓
口
に
行
け
な
い
場
合

　
代
理
人
が
、
登
録
す
る
印
鑑
、
委
任

状
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
物

を
持
っ
て
、
市
民
課
、
下
総
・
大
栄
支

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
「
照

会
書
」
が
登
録
者
の
自
宅
に
郵
送
さ
れ

る
の
で
、
回
答
書
欄
に
必
要
事
項
を
書

い
て
登
録
す
る
印
鑑
を
押
し
、
本
人
確

認
が
で
き
る
物
と
認
め
印
を
持
っ
て
、

期
限
内
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
再
度
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は

回
答
書
、
委
任
状
、
代
理
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
物
、
代
理
人
の
認
め
印
が

必
要
で
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
取
得

　
窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を

申
請
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
が
手

続
き
す
る
場
合
も
同
じ
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
取
得
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
暗
証

番
号
の
登
録
が
必
要
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課
へ
。

料
金
割
引
な
ど
を
延
長

成
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
通
行
料
金
の
割

引
と
利
用
時
間
の
拡
大
が
引
き
続
き
令

和
3
年
3
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

利
用
時
間
＝
午
前
6
時
〜
午
後
3
時

対
象
車
種
＝
E
T
C
搭
載
の
全
車
種

割
引
料
金
＝
軽
自
動
車
な
ど
・
普
通
車 

・
中
型
車
1
0
0
円
、
大
型
車
1�

5 

0
円
、
特
大
車
3
0
0
円

※
く
わ
し
く
は
県
道
路
計
画
課（
☎
0 

4�

3
‐
2
2
3
‐
3
1
2
0
）へ
。

安
心
で
き
る

暮
ら
し
の
た
め
に

社
会
福
祉
協
議
会

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

地
域
住
民
を
一
般
会
員
と
し
て
構
成
す

る
社
会
福
祉
団
体
で
す
。

　
会
費
は
1
世
帯
当
た
り
年
間
5
0
0

円
で
、
区
・
自
治
会
・
町
内
会
を
通
じ

て
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
自
治

会
な
ど
へ
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、

郵
便
局
の
振
込
用
紙（
手
数
料
は
無
料
）

を
送
付
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
会
費
は

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

27
‐
7
7
5
5
）へ
。

分
別
を
心
掛
け
て

草
・
木
の
枝
の
処
分

　
草
刈
り
な
ど
で
生
じ
た
草
は
、
土
を

よ
く
落
と
し
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
可
燃

ご
み（
青
色
の
指
定
袋
）と
し
て
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
木
の
伐
採
な
ど
で
生
じ
た
木
の
枝

は
、
葉
を
よ
く
落
と
し
、
直
径
5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
未
満
に
切
り
、
直
径
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
未
満
に
束
ね
て
、
袋
に
入
れ
ず
に

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い（
1
世
帯

当
た
り
4
束
ま
で
）。

　
束
に
で
き
な
い
小
枝
は
、
青
色
の
指

定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

軽
装
で
の
執
務
に
ご
理
解
を

ク
ー
ル
ビ
ズ

　
市
で
は
、
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
ク
ー

ル
ビ
ズ（
冷
房
時
の
室
温
28
℃
を
目
安

と
し
た
空
調
の
稼
働
、
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
・
ノ
ー
上
着
・
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
着
用
な

ど
の
軽
装
で
の
執
務
）を
実
施
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

本
人
と
代
理
人
と
で

手
続
き
が
異
な
り
ま
す

印
鑑
登
録
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狭
く
す
る
な
ど
、
車
や
自
転
車
、
歩
行

者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
思
わ
ぬ
事

故
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
安
全
の
た
め
に
も
、
所
有
者

は
枝
の
剪せ
ん

定て
い

や
垣
根
の
刈
り
込
み
な
ど
、

適
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
道
路
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
5
1
）へ
。

委
託
業
者
が
無
料
で
交
換

水
道
メ
ー
タ
ー

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は
、
計

量
法
で
8
年
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
有
効
期
間
が
満
了
を
迎

え
る
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
水
道
メ
ー

タ
ー
を
順
次
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
事
前
に
連
絡
し
、
交
換

作
業
は
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者

が
無
料
で
行
い
ま
す
。

　
作
業
員
は
市
発
行
の
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
水
道
部
工
務
課（
☎
22 

‐
0
2
6
9
）へ
。

新
た
に
作
成
し
ま
し
た

都
市
再
生
整
備
計
画

　
市
で
は
、
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援

事
業
の
実
施
に
当
た
り
新
た
に
都
市
再

生
整
備
計
画（
成
田
市
居
住
誘
導
地
区
）

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/en 

vironm
ent/page178500.ht 

m
l

）

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
6 

0
）へ
。

土
地
を
適
正
に
管
理
し
て

不
法
投
棄
防
止

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
監
視
員
や
環
境

保
全
指
導
員
な
ど
に
よ
る
巡
回
・
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
道
路
脇
な
ど
へ
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
廃
棄

物
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
見
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

投
棄
物
を
確
認
・
調
査
し
て
対
応
し
ま

す
。

　
不
法
投
棄
は
、
管
理
の
行
き
届
い
て

い
な
い
場
所
で
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
不

法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
、
防
止
柵
の
設

置
、
定
期
的
な
見
回
り
、
草
刈
り
な
ど

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
区
長
や
不
法
投

棄
監
視
員
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

啓
発
用
の
看
板
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課
へ
。

駆
除
に
補
助
金
を
交
付

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

　
市
で
は
、
建
物
や
樹
木
な
ど
に
作
ら

れ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
た

め
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
る
に
は
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

補
助
額
＝
巣
の
駆
除
に
か
か
っ
た
費
用

の
2
分
の
1
以
内（
上
限
5
万
円
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

　
道
幅
が
4
メ
ー
ト
ル
未
満
の
「
狭
あ

い
道
路
」
に
面
し
た
敷
地
で
建
築
行
為

を
行
う
場
合
は
、
道
路
の
中
心
か
ら
2

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
ま
で
敷
地
を
後
退
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
道
路
か
ら
後
退
し
た
用
地

を
寄
付
し
て
も
ら
い
、
測
量
、
分
筆
、

道
路
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
建
築
住
宅
課（
市
役
所
5
階
）に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
が
所
有
す
る
幅
員
4
メ
ー
ト

ル
未
満
の
道
路
に
面
し
、
道
路
と
敷

地
と
の
境
界
が
確
定
し
て
い
る
敷
地

で
、
建
築
行
為
な
ど
を
行
う
人

市
が
行
う
業
務
＝
測
量
、
分
筆
、
登
記
、

隅
切
り
用
地
の
買
い
取
り
、
後
退
し

た
用
地
の
道
路
整
備

申
し
込
み
方
法
＝
建
築
住
宅
課
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
付
し
同

課
へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
6 

4
）へ
。

安
全
な
水
質
を
保
つ
た
め
に

受
水
槽
の
管
理

　
受
水
槽
は
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・

店
舗
な
ど
で
建
物
の
利
用
者
に
飲
み
水

な
ど
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
水
を
一

時
的
に
た
め
る
施
設
で
す
。
建
物
の
所

有
者
や
管
理
者
は
、
飲
み
水
と
し
て
安

全
な
水
質
を
保
つ
た
め
、
法
令
で
定
め

る
受
水
槽
の
清
掃
や
点
検
を
行
い
適
切

な
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
水
道
部
工
務
課（
☎

22
‐
0
2
6
9
）へ
。

伸
び
過
ぎ
た
枝
は
危
険
で
す

樹
木
の
剪
定

　
樹
木
の
枝
が
敷
地
か
ら
道
路
上
へ
張

り
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
車
道
や
歩
道
へ
伸
び
た
枝
は
道
幅
を

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

市 長 日 誌

新規採用職員を激励（1日）

4月1日㈬〜15日㈬

1日

新規採用職員入所式
臨時庁議
新型コロナウイルス感染症対策
本部会議（1・2・3・6・7・8・
9・10・13・14・15日）
土地開発公社理事会

3日 民生委員・児童委員委嘱状伝
達交付式

6日 エアポートツーデーマーチ臨
時実行委員会

7日 食農教育教材本贈呈式
8日 新規採用職員研修（市長講話）
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暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
の
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
社
会
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
3 

6
）へ
。

活
用
し
て
く
だ
さ
い

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

対
象
＝
中
小
企
業
者
、
新
た
に
事
業
を

始
め
る
人

資
金
の
種
類
と
上
限
額

◦
季
節
資
金
…
3
0
0
万
円

◦
一
般
事
業
・
環
境
経
営
支
援
資
金
…

設
備
3
、
0
0
0
万
円
・
運
転
1
、

5
0
0
万
円

◦
事
業
転
換
・
創
業
支
援
資
金
…
設
備

1
、
5
0
0
万
円
・
運
転
7
5
0
万

円
◦
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
事
業
資
金

…
設
備
2
、
0
0
0
万
円
・
運
転
1
、

0
0
0
万
円

利
率（
年
率
）

◦
季
節
資
金

・
6
カ
月
以
内
…
1
・
8
％（
実
質
自

己
負
担
率
0
・
1
％
）

◦
一
般
事
業
・
環
境
経
営
支
援
・
小
口

零
細
企
業
保
証
制
度
事
業
資
金

・
1
年
以
内
…
1
・
9
％（
実
質
自
己

活
動
事
業
者
を
募
集

地
球
環
境
保
全
協
定

　
市
で
は
「
成
田
市
地
球
環
境
保
全
協

定
」
を
結
び
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
対
策
、
ご
み
の
適
正
処
理
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
な
ど
の
活
動
を
行
う
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
は
、
市
の
融

資
制
度
「
環
境
経
営
支
援
資
金
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
融
資
に
は
条

件
や
審
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
）。

　
協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
の
一
覧
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city. 

narita.chiba.jp/environm
ent/p 

age111000.htm
l

）で
公
表
し
て
い

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
5
月
12
日
㈫
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
、
皆
さ
ん
と
同
じ
地
域
に
暮
ら
す

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
福
祉
の
制
度

に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
が
あ
っ
た
ら
気

負
担
率
0
・
1
％
）

・
1
年
を
超
え
3
年
以
内
…
2
・
2
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
4
％
）

・
3
年
を
超
え
5
年
以
内
…
2
・
3
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
5
％
）

・
5
年
を
超
え
7
年
以
内
…
2
・
55
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
6
％
）

・
7
年
を
超
え
10
年
以
内
…
2
・
8
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
7
％
）

◦
事
業
転
換
・
創
業
支
援
資
金
…
利
率

は
ほ
か
の
資
金
と
同
率
、
実
質
自
己

負
担
率
は
ほ
か
の
資
金
の
半
分

※
く
わ
し
く
は
商
工
課（
☎
20
‐
1�

6 

2�

2
）へ
。

検
便
と
水
質
検
査
も

食
品
衛
生
法
定
講
習
会

期
日
と
会
場（
対
象
支
部
）

◦
5
月
21
日
㈭
…
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
成
田
東
部
支
部
）

◦
6
月
16
日
㈫
…
大
栄
公
民
館（
大
栄

支
部
・
講
習
会
の
み
。
検
便
と
水
質

検
査
は
、
6
月
23
日
㈫
午
前
9
時
30

分
〜
10
時
30
分
に
大
栄
公
民
館
で
受

け
付
け
）

◦
6
月
18
日
㈭
…
国
際
文
化
会
館（
成

田
支
部
）

◦
6
月
24
日
㈬
…
下
総
公
民
館（
下
総

支
部
）

時
間
＝
午
後
1
時
〜
1
時
50
分（
講
習

は
午
後
2
時
〜
3
時
50
分
）

料
金
＝
講
習
会
1
、
5
0
0
円
、
検
便

8
0
0
円
、
水
質
検
査
7
、
7
0
0

円（
組
合
員
以
外
は
別
途
料
金
）

※
く
わ
し
く
は
印
旛
保
健
所
管
内
食
品

衛
生
協
会（
☎
0
4
3
‐
4
8
3
‐
1 

1
7
9
）へ
。

11
月
ま
で
実
施

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

　
県
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
5
月
か
ら
11
月
ま

で
実
施
し
ま
す
。
捕
獲
に
は
わ
な
を
使

用
し
ま
す
。
わ
な
の
周
辺
に
は
注
意
看

板
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
安
全
に
努
め

て
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
県
自
然
保
護
課（
☎
0 

4�

3
‐
2
2
3
‐
2
0
5
8
）へ
。

離
職
し
た
人
を
対
象
に

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　
倒
産
・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離
職

し
た
人
を
対
象
に
、
国
民
健
康
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
離
職
時
点
の
年
齢
が
65
歳
未
満

で
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者
・
特
定
理
由
離
職
者
と
し
て
失
業

等
給
付
を
受
け
る
人
。
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
に
書
か
れ
て
い
る
離
職

理
由（
左
表
）に
よ
り
対
象
者
を
確
認

し
ま
す

内
容
＝
前
年
の
給
与
所
得
を
1
0
0
分

の
30
と
し
て
課
税

期
間
＝
離
職
の
翌
日
〜
翌
年
度
末
に
お

け
る
国
民
健
康
保
険
の
加
入
期
間

申
請
に
必
要
な
物
＝
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
、

本
人
確
認
書
類

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎
20
‐

1
5
2
6
）へ
。

番号 内容
11 解雇
12 解雇（天災など）
21 雇止め（雇用期間3年以上雇止め通知あり）
22 雇止め（雇用期間3年未満更新明示あり）
23 期間満了（雇用期間3年未満更新明示なし）
31 事業主からの働き掛けによる正当な理由のある自己都合退職
32 事業所移転などに伴う正当な理由のある自己都合退職
33 正当な理由のある自己都合退職
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12カ月未満）

対象となる離職理由
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